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新幹線地本は２０１２年８月２９日、申２号「職場改善要求」について業務委員会

を開催し、組合員の声に基づいて会社と協議しました。 

会社回答は、ほとんど改善する気がないということを鮮明にしたものですが、粘り

強い議論により、「仕業検査の要員不足問題」、「前照灯の全位置の問題」、「東京

駅営業三科の超勤の問題」などについて、会社が再調査することを確認しました。 

申し入れ内容および会社回答については以下の通りです。 

 

≪ ＪＲ東海労「幹地申第２号」に対する会社回答 ≫                          

Ⅰ．運輸所関係について 

１．勤務関係に関する事項について 

（１）年休発給について必要な日に入らないのが日常化して一人の年休も入らない日

もある。さらに、年休が入らない場合の時季変更も明示していない。このこと

は労基法の年休発給の主旨および時季変更の取扱いからも違反している。直ち

に改善すること。 

【会社回答】 要員の配置については年休取得も考慮して行っている。但し、業務

波動や社員個々の時季指定の状況等により時季によっては年休を取得しづらい

場合もあり得るので承知されたい。社員の時季指定に対して業務に支障が生ずる

場合は時季変更権を行使する。 

 

（２）年休発給に対して、特定の人だけ配慮する事態が生まれている。差別対応を止

めること。さらに、年休が発給出来ない場合は、変番を含めて対応すること。 

【会社回答】 年休発給については公平に行っている。又、勤務変更を行う考えはな

い。 

 

（３）本人の同意のない一方的な休日出勤は、直ちに止めること。さらに、休日出勤

を解消する時期を明確にすること。 

【会社回答】 お客様のニーズにきめ細かく対応すべく、列車の設定については引き
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続き弾力的に対応していく必要があると考えている。要員の確保については最大

限の努力をしていくが、それでも尚、必要な休日勤務については適宜指定してい

く考えである。 

尚、輸送量を長期的スパンで想定していくことは極めて困難であり、今後の列車

設定規模や乗務員養成数を正確に算出し得ないため、現時点で見込みを示すこと

は困難である。又、会社は就業規則に基づき、社員に労働時間外又は休日等に勤

務を命じることができるとあり、休日勤務において本人の承諾を得ることは必要

であるとは考えていない。 

 

（４）乗務員の予備月の勤務発表は、前月の２５日と遅く生活計画が立てられない状

況である。交番者と同じく前月１０日に休日予定を発表すること。その際、年

休発給確定者についても発表すること。さらに、年休及び予備者の勤務発表は

１０日前にすること。 

【会社回答】 そのような考えはない。 

 

（５）訓練指定について、待ち時間は超過勤務扱いとすること。さらに、Ｗ行路前の

訓練指定は止めること。毎月２回があたり前になっている訓練を改善すること。 

【会社回答】 訓練の待ち時間を勤務扱いとする考えはない。又、訓練は訓練実施可

能な行路に指定している。 

 

（６）車掌行路で出先地において、労働外時間が３時間以上を超す行路は見直すこと。

さらに、品川・静岡泊行路などの宿泊場所から点呼場へ移動する時間を労働時

間とすること。 

【会社回答】 行路は全体の列車ダイヤを総合的に勘案し設定している。現状で対応

されたい。 

 

（７）乗務員の予備月で、在宅休養時間が確保されていない状況が発生している。交

番作成基準に極力準じて扱うのはあたり前である。予備月でも在宅休養時間を

確保すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

２．安全に関する事項について 

（１）業務上の些細な事象をあたかも重大事故が発生したかのように問題にしてい

る。乗務を降ろし日勤指定をして「再教育」を行っている。見せしめ以外のな

にものでもない。このような個人への責任追及によって、虚偽の報告を行う傾

向や過度のプレッシャーを受ける状況が生み出されている。直ちに「再教育」

と称した日勤教育は廃止すること。 

【会社回答】 再教育は発生した事象等に応じて適切に実施している。 

 

（２）乗務員の知識・技能レベルの向上と称しての乗務点呼時の試問は直ちに止める

こと。 
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【会社回答】 乗務員の知識技能レベルの維持向上のため、今後も適宜実施していく。 

 

（３）特定の乗務員に対して添乗を行い、「ヨシが抜けている」「声が小さい」など

と指摘している。特に、運転中の試問は、試問の内容に気を取られ注意力が散

漫になり事故を誘発する要因となり運転妨害のなにものでもない。このような

添乗は、指摘することが目的化され罵声まで浴びせるなど安全とは無縁な形に

歪められている異常なものである。さらに、その指摘を乗務報告書への記載を

強要している。このような添乗や乗務報告書の指摘事項の強要は直ちに止める

こと。 

【会社回答】 添乗指導は今後も実施していく。 

 

（４）アルコール検知器の使用にあたっては、口臭なのかアルコール臭なのかの判別

はもとより歯磨きやうがいなど検知器使用にあたってのルールを確立して、管

理者の主観によらず基準値に従い対応すること。 

【会社回答】 アルコール検知器は管理者が必要と考えたときに使用する。 

 

（５）予備勤務者の学習室での業務に関する会話も一切認めないことは質的向上に繋

がらない。そのような行為は直ちに止めること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（６）駅・各車両所において、停止位置目標が汚れていて見にくい箇所がある。停止

位置目標を発光式に改善すること。 

【会社回答】 停止位置目標については、汚れ等がある場合は必要により清掃、修繕

で対応している。尚、停止位置目標には反射材を用いるように規定している。 

 

３．設備関係に関する事項について 

（１）全運輸所、全車両所に冷水器を設置すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（２）東二運の風呂場に空調を設置すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（３）今年も節電対策が行われているが、冷房温度が高めのため汗が引かない状況に

ある、特に大阪地区はエアコン設定温度が高いので、設定温度を臨機応変に変

更出来るようにされたい。また、各乗務員待機スペースに扇風機を設置するこ

と。 

【会社回答】 室内温度が不適切な場合は適宜温度調整している。又、室内温度は外

気温に左右されるので気温差が激しい時はより注意を払い温度調整に努めてい

る。他は現状で対応されたい。 

 

（４）全運輸所、全車両所の乗務員待機室の椅子を改善すること。 
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【会社回答】 必要に応じ取替を行っている。 

 

（５）各車両所に設置してある自動販売機が停電時使えない事象がある。独自の非常

電源がない場合は非常食などの用意をすること。 

【会社回答】 そのような考えはない。 

 

４．その他の事項について 

（１）ＳＡＳのリース料を会社が負担すること。 

【会社回答】 そのような考えはない。 

 

（２）ＳＡＳの２回目の検査が実施されているが、全乗務員を対象とすること。 

【会社回答】 一巡目の検査において、精密検査を行った結果治療が必要と判断され、

現在も主治医が治療を継続するように指導されている者については、再度検査を

実施する必要がない。 

 

（３）乗務員の夏の制服を半袖に改善すること。 

【会社回答】 現行の制服を現時点で変更する考えはない。 

 

 

Ⅱ．車両所関係について 

１．共通事項について 

（１）東京仕業検査車両所・東京交番検査車両所・東京修繕車両所の三車両所に再編

されてから３年以上経過したが、今だに、車両所間の連絡不備による支障が多々

発生している。ほとんどは「ヒューマンエラー」として担当者のミスのように

扱われているが、一歩間違えば労働災害や生命にかかわる恐れがある事態も発

生している。このような事態が継続していることは問題である。よって改編前

のように一つの車両所の中で三つの機能を持たせて安全な業務遂行ができる状

態へ改善すること。 

【会社回答】 車両所の組織再編は、各車両所の専門性を高めるとともに効率的な

検査体制と更なる車両品質の向上を図ったものであり、現在順調に機能してい

る。これに伴い作業指示などの連絡は東仕両検修当直から一元化して行ってお

り、連絡の輻輳や漏れが防げていると考える。 

 

（２）各所とも要員不足が原因で申請した年休の完全取得が困難になっている状況で

ある。各所とも要員を増やすこと。 

【会社回答】 要員については業務量、年休付与も考慮し適正に配置している。 

 

（３）いわゆる「ゴールデンハンマー」と称する車両係に技術係の業務を担当させる

行為の問題について以下について改善すること。 

①業務上は上位の業務を担当させているにも拘らず昇級試験に合格できないとい

うことは、会社が言うような「努力が報われる」とか「社員のやる気・モチベー
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ションを上げる」などということとは、逆行するものである。また、このような

社員の扱いは賃金が不当に下げられているといっても過言ではない状態である。

よって直ちに「ゴールデンハンマー」は廃止すること。 

②「ゴールデンハンマー」を直ちに廃止し、技術係の登用数を増大し技術係不足を

解消すること。 

【会社回答】（①②一括回答） 検査担当業務への充当に当たっては本人の技術力や

技能を総合的に勘案して決定している。 

 

③「ゴールデンハンマー」は現場長が指定するのであれば、当該社員が転勤した場

合には一旦解消されなければならない。それにも拘らず継続した扱いとなって

いるのは問題であるため直ちに中止すること。 

【会社回答】 検査担当は作業ごとに必要な技能を習得させてから、本務として充当

し  ている。 

 

（４）一作業に対する提出書類物（調査報告書・故障報告書・チェック表等）が多す

ぎ、業務が煩雑であり、時間的にも余裕がない状態が余儀なくされている。よ

ってこれらの提出書類物は簡素化すること。 

【会社回答】 事故防止や品質管理のための重要な書類であり、簡素化する考えは

ない。 

 

（５）検修庫の夏季の暑さ対策及び冬季の寒さ対策を万全化すること。特に夏期にお

ける屋根上は、温度が異常なほど上昇する状況は変わっていない。パンタグラ

フ点検場所のスポットクーラーを新設および増設すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（６）通勤バスについて以下のように改善すること。 

①平日ダイヤで品川発 7時 00 分を新設すること。 

②平日ダイヤで品川発の７時１０分以降から８時２０分までは５分毎の設定とする 

③休日ダイヤで品川発の７時２０分以降から８時２０分までは１０分毎の設定とす 

ること。 

④構内操縦の入７および入１７の出勤に合わせて品川発１０時４５分発を新設する 

 ること。 

⑤構内操縦の入７および入１７の退勤に合わせて庁舎前２０時３０分発を新設する 

こと。 

【会社回答】（①～⑤まで一括回答） 通勤バスの設定は、直営及び協力会社の出

退時間帯を勘案しており、現状で問題ないと考える。 

 

（７）第二検修庫と総合庁舎間に屋根付きの歩行通路を設置すること。 

【会社回答】 現時点で設置する考えはない。 

 

（８）第一、第二検修庫の仕業検査休憩室（待機室）に地デジ対応のテレビを設置す
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ること。 

【会社回答】 そのような考えはない。 

 

（９）庁舎玄関に設置されているフラッパーゲートと各階に設置されている監視カメ

ラ を撤去すること。 

【会社回答】 フラッパーゲートや防犯カメラについては、セキュリティ確保の観

点から撤去する考えはない。 

 

２．東京仕業検査車両所に関する事項について 

（１）健康・安全・ゆとり面から、３連続の夜勤勤務指定は解消すること。 

【会社回答】 勤務指定は就業規則等に基づき適切に行っている。 

 

（２）管理者の頻繁な張り付きはやめること、特に物陰に隠れての監視は直ちに止め

ること。 

【会社回答】 管理者の立会いは作業管理等を目的に行っているものであり、必要に

応じて実施する。 

 

（３）第一仕業と第二仕業では従事員の年齢構成に著しい不均等が生じている。なぜ

このような運用を続けているのか明らかにすること。また、均等化すること。 

【会社回答】 職場内における要員配置や社員運用は、本人の適性や技能及び養成計

画を勘案して決定している。 

 

（４）申告班の日勤と泊まり勤務の勤務指定はバランスよく平均化すること。 

【会社回答】 勤務指定は就業規則等に基づき適切に行っている。 

 

（５）仕業と申告業務を混在させた勤務指定がなされているが、全員をそのようにす

るのか今後の方向性について明らかにすること。 

【会社回答】 職場内における要員配置や社員運用は、本人の適性や技能及び養成計

画を勘案して決定している。 

 

（６）第二検修庫は老朽化が著しく危険個所が多い。また、ピット内のヘドロの常態

化は安全と衛生上問題である。根本的な解決策として検修庫をリニューアルす

ること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。尚、必要な修繕及び清掃は適宜実施している。 

 

（７）第二仕業で使用している庁舎～詰所間の移動用自転車について、新調し残して

いるものについて早急に新品に交換すること。 

【会社回答】 自転車などについては適宜補修を行っており、現状で対応されたい。

尚、必要に応じ取替も行っている。 

 

（８）第一検修庫のサービスデッキ上の自転車を新品に交換すること。 
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【会社回答】 自転車などについては適宜補修を行っており、現状で対応されたい。

尚、必要に応じ取替も行っている。 

 

（９）構内入換で庫入れ時、ハンドルの投入の車両が標識灯全位置だと非常に眩しく

前方の安全確認が取りづらく、操縦者が前方注視が困難になるため、仕業検査

マニュアルを変更し、標識灯検査後は標識灯スイッチを減光位置とすること。

（特に１６号車） 

【会社回答】 前部標識が全位置の車両に向かって進む場合でも、一旦停止標識な

ど運転に必要な目標物は十分に目視確認できると考えており、現状で対応され

たい。 

 

３．東京修繕車両所に関する事項について 

（１）交検、計画修繕、帯泊車両等を除いて、検修庫内の車両には手歯止めは使用し

ないことを基本とすること。 

【会社回答】 そのような考えはない。 

 

（２）構内操縦の連絡用携帯電話は一斉伝達ができない等不便である。よって、メー

ル機能を活用すること。 

【会社回答】 そのような考えはない。 

 

（３）構内操縦の作業を教育としてビデオ撮影したが、安全面や肖像権・個人情報保

護法の点から問題があるため今後一切行わないこと。 

【会社回答】 業務上必要な教育として行っており今後とも必要に応じて実施する。 

 

（４）着発線に構内操縦用の待機所（小屋等）を設置すること。具体的には着発線１

番線脇の通路入口付近の駐輪場付近および、着発３４番と３５番間（高架下）

に設置すること。また、待機所にはエアコンおよび鉄道電話を設置すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（５）構内操縦は１１時３０分出勤の勤務があるが、この勤務指定者に対して会社は

「品川発１０時３０分の通勤バスに乗ること」と徹底しているが、そのような

規制は行わないこと。 

【会社回答】 早め出勤を心掛けるよう慫慂しているものである。 

 

（６）構内操縦の雨合羽・長靴は個人貸与とすること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（７）修繕班とＡＴＣ班の待機室を庁舎６階から、以前のように検修庫の詰所へ戻す

こと。 

【会社回答】 そのような考えはない。 
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（８）修繕車両所管理者による過剰な作業への張り付きや構内操縦への添乗などは業

務妨害であり直ちに止めること。 

【会社回答】 管理者の立会いは作業管理等を目的に行っているものであり、必要

に応じて実施する。 

 

（９）遅刻した社員や一部社員に対する見せしめ的な社員運用を直ちに中止すること。 

【会社回答】 そのような事実はない。 

 

４．東京交番検査車両所に関する事項について 

（１）交検１班と２班の放送が輻輳している状況が依然として改善されていない。安

全上問題なので早急に改善すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（２）検修庫７～８番線間のサービスデッキ下の通路は狭いためハイアントの走行が

困難である。ハイアントを三輪式のものとするか、もしくはサービスデッキ階

段の位置をずらしてハイアントが走行できるように改善すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（３）熱中症対策として、交番検査では麦茶を各ユニットに置くようにしているが、

その麦茶代は社員自らが出資している『お茶会』や車両技術主任のポケットマ

ネーで賄われているのが現実である。このような状況を改善し熱中症対策とし

て会社の負担で確保すること。 

【会社回答】 そのような考えはない。 

 

（４）作業終了後の検修庫記帳室から庁舎への移動については、休憩時間の５分前お

よび退庁点呼の１５分前とすること。 

【会社回答】 そのような考えはない。 

 

（５）庁舎７階の詰所は狭く窮屈であるため早急に広いスペースを確保すること。 

【会社回答】 必要なスペースは確保している。 

 

（６）休日は「土・日・祝日」を基本とすること。 

【会社回答】 車両運用等を勘案して稼働日を設定している。 

 

（７）年末年始の休日は毎年最低でも４連休を確保すること。 

【会社回答】 車両運用等を勘案して稼働日を設定している。 

 

（８）社員の年齢構成が、中堅層の社員が少なく偏りがある、今後の車両所のあり方

に問題があると考えるので是正されたい。 

【会社回答】 業務を遂行する上で、必要な体制は整っており問題ないと考えている。 
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５．三島車両所に関する事項について 

（１）電留線全体が暗く、特に安全通路は足元が暗く傷害事故を招く恐れがある。又、

手歯止めをする際に、昇降台側は蛍光灯が有るため良いが、反対側はとても暗

く照明器具がないと足元さえも見えない状態で危険である。更には、通路を亘

る乗務員の視認が難しいということもある。よって、重大な傷害事故が発生す

る前に早急に改善すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（２）熱中症対策として、検修庫内に飲料自販機もしくは冷水器等を増設すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（３）熱中症対策として、検修庫内の空気を循環せるための送風装置を新設すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（４）検修庫の換気装置が一部壊れている箇所を早急に修理すること。 

【会社回答】 修繕の手配は済んでいる。 

 

（５）台風で窓枠が飛ばされガラスが散乱する事象が発生した、老朽化に問題がある

と考える、よつて、車両所各箇所の点検と補強を直ちに実施すること。 

【会社回答】 被害を受けた部分については復旧作業をしている。又、今後も引き続

き必要な設備補修点検を実施していく。 

 

 

Ⅲ．駅関係について 

１．共通事項について 

（１）災害時は情報がまったく入らないため状況が把握できずに旅客の対応に支障を

きたすことがある。よって、テレビ等により社員がいつでもリアルタイムに状

況把握ができるように改善すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（２）各駅における災害時の対応マニュアルを、各パート別に具体的に明らかにする

こと。 

【会社回答】 各駅に地震防災マニュアルを設置している。 

 

（３）夏期の服装については、業務の快適性や節電効果を上げるためにネクタイの着

用を省略し盛夏服のみでよしとすること。 

【会社回答】 現行の制服を現時点で変更する考えはない。 

 

（４）盛夏服について、現在の貸与枚数は 4 枚であるが、これでは到底不足している

よって、貸与枚数をあと 2枚増やすこと。 

【会社回答】 枚数については現行の貸与数で十分対応できるものと考えている。尚、
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汚損等損傷が酷い場合は定期貸与期間満了前でも交換貸与を行っている。 

 

（５）冬の期間、車椅子案内業務を担っている社員に、コートの着用を認めること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（６）列車出し担当は管理者以外の輸送主任や輸送係にも指定しているが、業務上の

責任は大きく、それに見合う賃金・手当がまったくないのは不合理である。よ

って、同担当には管理者以外は付けないこと。 

【会社回答】 担当業務へは必要な技能を総合的に勘案して充当している。 

 

２．東京駅に関する事項について 

（１）遺失物取扱所および乗客の事務室と休憩室を拡張すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（２）東京駅営業三科の、業務を駅本体業務とし基準人員を明確にして、適正な要員

を配置すること。 

【会社回答】 必要な人員は会社が責任を持って配置している。 

 

（３）東京駅営業三科においては超過勤務が日常的に発生しており、健康管理上問題

を生じかねない。よって、適正な要員を配置すること。 

【会社回答】 必要な人員は会社が責任を持って配置している。 

 

（４）東京駅営業三科の１０番の業務を固定運用とすること。および、１番や４番業

務への補助を兼ねた波動対応の要員を１名配置すること。 

【会社回答】 そのような考えはない。 

 

３．品川駅に関する事項について 

（１）異常時に指令から列車の到着順序変更や新横浜駅での発車順序の変更等の情報

が駅に連絡されるが、それらの情報が関係各所の社員に伝達されない状況が発

生している。そのためお客様への案内が十分に提供できず、苦情等が多く発生

している。これは指令からの情報を適宜伝える担当者が確保されていないため

である。よって、指令からの情報を関係各所にテレスピやＰＨＳを活用して適

宜連絡できるように、要員を確保すること。 

【会社回答】 迅速かつ適切な運用及び情報伝達を行っている。 

 

（２）昨年９月より輸送担当の泊まり勤務が一名減となったが元に戻すこと。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（３）下りホーム６号車付近のＩＴＶは、早朝時間帯に太陽光が反射して見えにくい

ことがある。また、３号車付近ではカメラ自体に太陽光が射しＩＴＶの画像が

見えない時がある。よって、安全確認に支障がないように対策を講じること。 
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【会社回答】 現状を確認の上、必要に応じて検討していく。 

 

（４）体調管理の為に寝室に加湿器を設置すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（５）品川駅に社員食堂を設けること。 

【会社回答】 そのような考えはない。 

 

４．新横浜駅に関する事項について 

（１）新横浜営業第２の業務を駅本体業務とし基準人員を明確にして、適正な要員を

配置すること。 

【会社回答】 必要な人員は会社が責任を持って配置している。 

 

（２）営業第二詰所は依然として狭く非常口もない状態であり、防災上およびセキュ

リティー上問題がある。よって、スペースの拡大と非常口の設置を早急に行う

こと。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（３）営業第二詰所内の換気機能を改善すること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

（４）営業第二詰所内の個人用のロッカーは、下足入れの転用であり衛生上問題があ

る上、設置方法も非常に不安定な状態であり地震等の災害時に転倒する危険性

がある。よって、防災上および衛生上の観点から、扉付きの新品ロッカーに変

更し安全を確保した設置方法とすること。 

【会社回答】 現状で対応されたい。 

 

５．出向先に関する事項について 

（１）ＳＥＫ、ＳＭＴでの連続夜勤を解消すること。 

（２）ＳＭＴでの本数手当、大掃手当を復活すること。 

（３）ＳＭＴ従事員の制服の洗濯をＳＭＴ会社で行うようすること。 

（４）ＳＭＴの各詰所にごみ箱を設置すること。 

【会社回答】 （１）～（４）一括回答。 

今申し入れについて、当社は回答すべき立場にない。 

 

（５）出向先が限定されている、多くの出向先を開拓し、出向者が選択できるように

すること。 

【会社回答】 出向先については出向先の要員需給など、業務上の必要性に基づき本

人の適性、能力等を勘案して会社が決定していく。 
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Ⅳ．その他の事項について 

（１）５９歳の組合員が連続して出向に出されているが直ちに中止すること。 

【会社回答】 就業規則等に基づき適正に対応する。 

 

（２）５４歳原則出向については年度初に系統別に具体的な計画を明らかにすること。 

【会社回答】 必要な内容について年度初に提示している。 

 

（３）忌引きが発生した場合は直ちに勤務開放すること。尚、出先の乗務員について

は速やかに帰着させた後勤務開放すること。 

【会社回答】 規程等に基づき適切に対処する。 

 

（４）社宅料金の改定を撤回すること。 

【会社回答】 議論する立場にない。 

 

以 上 

 
＊私たち新幹線地本は職場の組合員・社員の声をもとに、安全で働きやすい労

働条件および職場環境の改善に向けて、今後も会社に申し入れを行い問題解決

に向け協議していきます。問題点や要望事項等があれば JR 東海労新幹線地本

までお知らせ下さい。     
 

 


